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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置決め手段と受信手段とを備えた移動体が、関与ポイントの位置に対して既定方向に
移動中かどうかを決定するための方法であって、
　関与ポイント位置と、前記既定方向に従って選択される基準ポイント位置と、を他の装
置から受信する工程と、
　第一の時点に於ける前記移動体の第一の位置を取得する工程と、
　第二の時点に於ける前記移動体の第二の位置を取得する工程と、
　前記移動体の前記第一の位置と前記関与ポイント位置とを結ぶ第一の線とその距離を求
める工程と、
　前記移動体の前記第二の位置と前記関与ポイント位置とを結ぶ第三の線とその距離を求
める工程と、
　前記移動体の前記第一の位置と前記基準ポイント位置とを結ぶ第二の線とその距離を求
める工程と、
　前記移動体の前記第二の位置と前記基準ポイント位置とを結ぶ第四の線とその距離を求
める工程と、
　前記第一の線の距離＞前記第三の線の距離、かつ
　前記第二の線の距離＞前記第四の線の距離ならば、
前記移動体が前記既定方向に移動中であると、決定する工程と、を含む
ことを特徴とする移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の、移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法であって
、さらに、
　前記関与ポイント位置と前記基準ポイント位置とを結ぶ基準線とその距離を求める工程
と、
　前記基準線と、当該移動体の位置と前記基準ポイント位置とを結ぶ線と、の角度、また
は、
　前記第一の線と、前記第二の線と、の角度、または、
　前記第三の線と、前記第四の線と、の角度、
に基づく検証データを求める工程と、
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　前記それぞれの検証データの角度と、既定値と、の比較に基づき、前記移動体が前記既
定方向に移動中かどうかを検証する工程と、を備える
ことを特徴とする移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の、移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法であって
、さらに、
　前記第一の線の距離＞前記第三の線の距離、かつ、
　前記第二の線の距離＞前記第四の線の距離、かつ
　（（前記基準線の距離）２－（前記第三の線の距離）２＋(前記第四の線の距離）２）
／（２＊前記基準線の距離＊前記第四の線の距離）＞前記既定値、
であれば、前記移動体は、既定方向に移動中であると決定する工程を備える
ことを特徴とする移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法。
【請求項４】
　請求項２に記載の、移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法であって
、さらに、
　前記第一の距離＞前記第三の距離、かつ、
　前記第二の距離＞前記第四の距離、かつ、
　（（前記第三の線の距離）２－（前記基準線の距離）２＋（前記第四の線の距離）２）
／（２＊前記第三の線の距離＊前記第四の線の距離）＞前記既定値、
であれば、前記移動体は前記既定方向に移動中であると決定する工程を備える
ことを特徴とする移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一に記載の、移動体が既定方向に移動中かどうかを決定する
ための方法であって、さらに、
　前記関与ポイント位置と前記基準ポイント位置を受信して更新する工程を含む
ことを特徴とする移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一に記載の、移動体が既定方向に移動中かどうかを決定する
ための方法であって、さらに、
　前記既定値を他の装置から受信する工程を含む
ことを特徴とする移動体が既定方向に移動中かどうかを決定するための方法。
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